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この度は日本機械学会材料力学部門業績賞と

いう大変栄誉ある賞を賜り，大変光栄に思うとと

もに，今でも驚いております．推薦者の方をはじ

め，材料力学部門関係者の皆様に感謝申し上げま

す．本稿では，私の自己紹介的なことも含め，今

までの研究を通して考えたことや感じてきたこ

と書かせていただこうと思います． 

私は 1982 年に東京理科大学理工学部機械工学

科に入学し，機械工学を学ぶことになりました．

当時，数学者に淡い憧れがあり，数学か工学か少

し悩みましたが，車やオートバイに興味を持った

メカ好きの岡田少年は機械工学を選んだと記憶

しています．大学では材料力学に興味を持ち，宮

本博先生と菊池正紀先生の研究室で学ばせて頂

くことになりました．お二人の先生のご指導の下，

卒業論文では結晶塑性問題の有限変形有限要素

法解析に関する研究の真似事を致しました．微小

変形弾塑性有限要素法プログラムに更新ラグラ

ンジュ型の有限変形解析機能と結晶塑性構成方

程式を実装して解析するものでした．今思うと大

変勉強になるいいテーマだったと思います．連続

体力学，有限変形，弾塑性，有限要素法など，誤

解だらけでしたが勉強することができました．こ

のことは宮本先生と菊池先生に大変感謝してい

ます． 

大学院に進学し，米国のジョージア工科大学で

学ぶ機会を得ることができました．これも両先生

にお世話になってのことです．ジョージア工科大

学では計算力学の大家である Satya N. Atluri 先生

にご指導頂き，境界要素法による有限変形弾塑性
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問題解析や部分安定化ジルコニアの破壊靱性向

上メカニズムに関する研究で Ph.D.の学位を取得

しました．ジョージア工科大学では変分原理や偏

微分方程式の数値解法としての弱形式の組立と

考え方，破壊力学解析，特にエネルギ解放率の考

え方を学ぶことができました．Atluri 先生には基

本的考え方の大切さを教えて頂きました．ありが

たいことに RA（リサーチアシスタント）として

雇用して頂き，学費を一切払わず Ph.D.の学位を

取得できました．日本でも博士学生を RA として

雇用し，学費免除をする仕組が必要と考えていま

す． 

博士課程修了後はポストドクター，日産自動車

（株）総合研究所勤務，ジョージア工科大学研究

員を経て 1996 年 4 月から鹿児島大学工学部機械

工学科に助教授として勤めることになりました．

常勤助教授の職を得て，少々研究で失敗し，すぐ

に成果が出なくても大丈夫と開き直り，それまで

の研究は一旦止めにして岡田オリジナルの何か

を始めようと心に誓いました．しかし，物事そん

なに簡単ではありません．機械学会での講演発表

できず，なかなか論文書けずの状態で月日が経っ

ていきました．2 年位してようやく，均質化法と

か，重合メッシュ法といういわゆるメゾスケール

解析に関する研究で少しずつ講演発表や論文投

稿ができるようになりました．  

さて，いろいろ悩んでいたころ，業績賞授賞対

象として頂いた破壊力学解析法のきっかけに出

会うことができました．それは，2002 年に一般社

団法人日本溶接協会・原子力研究委員会 MF 小委

員会（Mixed Mode Fracture）（主査：矢川元基教授

（東京大学，当時））の活動に参加する機会を頂い

たことです．活動は，矢川先生に加えて，菊池正

紀教授（東京理科大学，当時），田中啓介教授（名

古屋大学，当時），菅野智氏（日立製作所，当時）

のリーダーシップの下で進められていました．そ

の中で，平板の半楕円表面亀裂の亀裂面にせん断

応力が作用するときの応力拡大係数を解析し，デ

ータベース化するという活動がありました．平板

の表面亀裂の深さやアスペクト比を変えて解析

をするというものです．三次元き裂問題の解析で

も，有限要素法解析ポスト処理によって応力拡大

係数を計算するだけで簡単だろうと考えていま

した．ところが，六面体二次要素を使用し，亀裂

前縁近くで歪みの無いきれいなメッシュを生成

する必要があるため，当時の鹿児島大学大学院

生・東真由美さんが相当苦労していました．これ

をなんとか簡単にしようと思い，亀裂先端の近く

でメッシュが歪んでいても精度良く応力拡大係

数を計算できる仮想亀裂閉口積分法（VCCM）の

提案に到り．東さんの修士論文，そして

Engineering Fracture Mechanics に投稿，掲載とな

りました．しかし，六面体有限要素を使用してい

ては有限要素法解析モデル生成の自動化はでき

ないので，四面体二次要素を使うことにしました．

当時慶應義塾大学の野口裕久教授の下で研究員

をされていた河合浩志氏（現，東洋大学教授）に

亀裂問題の自動メッシュ生成について相談した

ところ，「そんなの簡単」というコメントを頂き，

さらに，河合先生にご協力頂きながら亀裂進展解

析ソフトを構築することができました． 

やっと研究成果らしきものが出てきた頃，既に

東洋大学に移られていた矢川元基先生から柴田

悟氏（原子力安全基盤機構，当時）が亀裂進展解

析ソフトの開発に興味を持たれているので，手伝

うようにというお話しがあり，株式会社テクノス

ターの立石勝氏，他，プロメテック・ソフトウェ

ア株式会社の藤澤智光氏，他，前述の河合浩志先

生も加わり，矢川先生ご指導の下で亀裂解析に関

する研究会が発足しました．亀裂進展解析に関す

る議論が進められ，アイディアの一部はテクノス

ター社の TSV/Crack として商用化されています． 

このような経緯で，解析プレ処理自動化（有限

要素法解析モデルの自動生成）を強く意識した技

術開発を始めました．四面体有限要素の使用が必

須であり，それに合わせた三次元Ｊ積分，相互積

分法等を提案することができました．さらに，有

限変形問題，傾斜機能材料の取り扱い，有限変形
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下の領域積分法による J 積分や繰返荷重問題での

J 積分範囲 ΔJ へと拡張しました．有限変形問題対

応は，日本溶接協会原子力研究委員会に設置され

た，FDF 小委員会等繰返し過大荷重下の破壊問題

を扱う研究委員会への参加がきっかけです．これ

らは，2009 年に現在の東京理科大学に移った後，

主として理科大の大学院生と一緒に取組んだも

のです． 

以上のように，多くの方々に様々な機会を与え

て頂き，教えて頂き，ご協力頂く中で研究活動を

続けることができました．短かい間でしたが，日

産自動車では萩原一郎氏（現，明治大学）や鳥垣

俊和氏，鹿児島大学では福井泰好教授や戸谷眞之

教授（当時）に大変お世話になりました．私も大

分いい年になり，先生方，諸先輩方が私のことを

大変暖かい目で見て下さり，育てて頂いたことを

痛感するようになりました．若いころジョージア

工科大学で Atluri 先生の下で勉強し，学問に向き

合う姿勢を教えて頂くとともに，J積分の J. R. Rice 

先生のような方のセミナーに参加する機会を得

たことで，そのような大先生達への憧れを抱き，

少しでも近づきたいと思うようになりました．材

料力学部門業績賞という大変栄誉ある賞を受賞

させて頂き，少しは近づいけたかなと思っていま

す．最後に，今までお世話になった先生方，先輩，

同僚，学生の皆様，中でも私の研究室で博士課程

を修了された田中智行氏（広島大学准教授），荒井 

皓一郎氏（ヘキサゴン），佐藤皓明氏（テクノスタ

ー株式会社）に感謝の意を表し，結びとさせて頂

きます． 

 

 
この度は，日本機械学会材料力学部門業績賞と

いう栄えある賞を頂き，誠に光栄に存じます．ご

推薦頂いた先生方をはじめ，選考等でお世話にな

りました多数の諸先生方に心から御礼申し上げ

ます．今回の業績は研究室メンバーの協力だけで

なく，企業や外部機関との共同研究も含まれます．

本稿では，これまで行ってきた研究を振り返り，

これまでご指導頂いた先生方，ならびにご協力い

ただきました関係各位の皆様への感謝も含め，受

賞の言葉とさせていただきます．  

卒業研究(九州工大 1978 年～)と修士課程では，

村上敬宜先生の弾性力学の授業が大変に面白か

ったことから，体積力法による３次元応力集中の

解析に取り組みました．前年度までの卒業研究で，

回転だ円体空か・ドーナツ状空洞の解析が終わっ

ておりましたので，丸棒円筒面での境界条件を

Rankin の解を使って満足させ，円周切欠きをもつ

丸棒に拡張しました．なお，ドーナツ状空洞と円

周切欠きの応力集中係数は精密な計算では数%以

内で一致します (Key Engineering Materials Vols. 

183-187 (2000) p.499)．修士課程では円周切欠きを

有する丸棒の曲げの解析に取り組みました．体積

力法で軸対称問題を解析するには□ , □方向に作用

する Ring Force による応力場の解を用いればよい

のですが，軸対称体の曲げ問題ではどのような

Ring Force を用いればよいのか？先生のご指導の

下，Neuber の Kerbspannungslehre を読むなどして，

円周上で大きさが□□□□または□□□□で変化する□ , □ , 
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□方向の Ring Force を考えました．まず，厳密解の

ある回転だ円体空かの曲げ問題で，その正しさを

確認して，→ドーナツ状空洞，→円周切欠きをも

つ丸棒へ発展させました．頂いた研究テーマは大

変に魅力的で，応力解析に夢中になりました． 

博士課程(九州大学 1981 年～)では西谷弘信先

生のご指導で，体積力法による軸対称体の引張

り・ねじり・曲げの問題の解析法を明確にしまし

た．学位論文の骨子は修士の研究で終えていまし

たが，特異積分の処理方法やプログラミングを改

良することで，長谷川久夫先生の解と有効数字 4

～5 桁まで一致する結果を得ました．体積力法は

１つ１つの問題を工夫して解くことが必要です

が，それによってずいぶん学ぶことも多く，その

経験は産学連携研究にも有用であったと思いま

す．西谷弘信先生には，九州工大に赴任後（1984

年～）もご指導を賜り，切欠き試験片に関しては，

使用に便利なように切欠き試験片の応力集中係

数を誤差 1%以内で与える計算式として与えまし

た（高瀬康博士論文）．研究テーマの決め方に関し

て，就職後最初に頂いたご助言は，いまでも深く

記憶に残っております．  

早い時期に Fazil Erdogan 先生（Lehigh 大学 1985

年～）の下で研究する機会を頂きました．体積力

法と同じ特異積分方程式を，未知関数を基本密度

と多項式で近似し，２次元縁き裂を 10 桁以上の

精度で解いておられました．それを見て，他の体

積力法の方程式も厳密に解きたいと思うように

なり，帰国後，き裂全面の境界条件の満足度を吟

味しながら，３次元表面き裂の滑らかな K の分布

を求めました（機論 61-586,p.1232）．だ円孔/介在

物の干渉問題では，解が収束しない場合がありま

したので，どのように解けば収束させることがで

きるかを示しました（松尾忠利博士論文）．この種

の研究に関連して，当時，陳玳珩先生が情報工学

部におられ，ご相談する機会が戴けたことに感謝

しております（小田和広博士論文など）．陳先生は，

体積力法の著書だけでなく，異種接合材の特異応

力場の解析も多くなされており，それらの理論を

参考にして，種々の Butt Joint や Scarf Joint の接着

強度が界面端部の特異応力場の強さ＝一定で表

現できることや，曲げの影響を受けない，Lap Joint

の試験片厚さを示すことができました（李戎・任

飛・高木怜博士論文など）． 

1995 年頃ガスケットの劣化で配管継手から漏

れが生じるため，発明されたガスケットレスフラ

ンジの相談がありました（機論 66-643, p.966）．そ

れを契機に企業との共同研究を行うようになり，

社会人博士も受け入れました（安藤誠人・池田朋

弘・日高哲郎・斉藤亮一・斉藤金次郎博士論文）．

産学連携の恩人である田中洋征先生のご尽力で，

5 件の経済産業省の助成も頂きました．二重ねじ

のプロジェクトでは，西田新一先生・竹増光家先

生・大喜工業㈱との共同研究で，ナットの緩みや

ボルトの疲労強度を考える機会を頂きました．そ

の後，単一のナットとボルトに適切なピッチ差を

与えることで，緩み止めと強度向上が実現できる

ことを示しました（陳鑫・劉渓・王彪博士論文な

ど）． 

日立金属㈱との共同研究では，まず，連続溶融

亜鉛めっきラインに使用する，セラミック製ロー

ルの開発を始めました．従前のステンレス製ロー

ルでは，通常 2 週間程度でラインを停止しロール

交換等を行います．溶融金属への浸漬時の熱応

力・稼働中の応力・接合部の解体の解析などによ

って，開発に貢献しました（Hendra・栗文彬博士

論文）．このようなセラミック製ロールには焼嵌

め接合が不可欠と判明しましたが，一方で，稼働

中に軸が抜け出しました．この現象は，抜け出し

方向に外力がない条件下で生じる新しい損傷で

したので，ロール回転を荷重の移動で表現する荷

重移動法によって，抜け出し現象を数値実験で模

擬しました．その結果，接合部に不可逆的変形が

生じ，その変位が蓄積して軸抜けが生じるメカニ

ズムを明らにしました（Dedi・張国偉博士論文）． 

圧延用ロールに関しては，ロールメーカー2 社

との共同研究により，熱処理と残留応力の関係を

調べました．実態に即してクリープ変形も解析に
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取り入れました．これらの研究では，ロールの権

威の佐野義一博士から，勤務先の日立金属㈱を退

社後は大学の支援研究員としても，多大のご指導

を賜りました．一例として，通常のロール全体を

均一に加熱した後の焼入れと比べて，ロール内部

が表面温度以下の状態で焼入れする，不均一加熱

焼入れ法が有用であり，ロール中心の引張残留応

力と内部破損リスクを低減できることを示しま

した（胡可軍博士論文）．残留応力を初期条件とし

て，圧延時の応力も初めて解析的に考察し，遠心

鋳造製複合ロールの HSS/DCI 境界の危険部位を

明らかにし，ロールの疲労強度を評価しました

（Radzi 博士論文）． 

ところで，圧延用ロールにおいても，その構造

をスリーブ組立式に移行する考え方があり，コス

ト縮減だけでなく，現状のロールの限界を超えた

要求を満たす候補とされています．一方で，圧延

中にスリーブが滑らないように設計されていて

も，スリーブが周方向にすべる現象が存在し，従

来の設計基準（駆動トルク＜摩擦抵抗トルク）で

は説明不可能です．よって，荷重移動による数値

実験でこれを実証し，ミニチュアロールによる模

擬実験では．スリーブ内面に損傷が生じる過程を

明らかにしました（酒井悠正・Rahimah 博士論文）．

特に，自由転がり条件下（駆動トルク 0）でも界

面すべりを解析と実験で確認しましたので，今後

転がり軸受けの界面クリープ問題（類似の現象）

への応用が期待できます．界面すべりは，荷重負

荷により不可逆的すべり変形が局所的に生じ，ロ

ール回転（すなわち荷重移動）時に，それらが蓄

積されていくことで生じます．駆動トルクによっ

てすべり量は増大し，圧延トラブルの際には，特

に大きなすべりが生じます．これは不可逆的すべ

りが生じる領域が駆動トルクにより拡大するこ

とからも説明できます． 

学会は機械学会の材料力学分野を中心として

きました．接着問題を始めたのは古口日出男先生

とのお話しが契機でしたし，上田整先生のご質問

で計算の誤りに気付いたことなど，多くの思い出

がございます．ご指導いただきました材料力学部

門の先生方に深くお礼申し上げますとともに，部

門の益々の発展をお祈り致します． 

 

2022 年 9 月 26 日から 28 日の三日間の日程で，

M&M2022 材料力学カンファレンスが本州最北

端の津軽の地，弘前市 (弘前大学文京町キャンパ

ス)において開催されました．新型コロナウィルス

の影響に十分配慮したうえで，三年ぶりとなる対

面での現地開催としました．企画委員長を務めら

れた東北大学の三浦英生先生はじめ東北地方全

県から実行委員に加わっていただいた材力研究

者の皆様とともに，材料力学の熱い議論の場を提

供させていただくことができましたことを大変

光栄に思います． 

本講演会では，材料力学に関連する知識や技術

の共有，議論の場として，また情報交換の場とし

てより機能させるべく，少しこれまでのプログラ

ム構成を見直しました．18 のオーガナイズドセッ

ションを６つの大きな分野に分けて配置し，新規

な分野の学術講演に加え，関心の高い分野のレビ

ュー講演や企業等からの技術紹介講演を招待講

演や依頼講演として実施し，産学官の特に若い研

究者，技術者の学び，交流，出会いの場として活

用していただけるよう工夫をしてみました．最終

的には，参加登録者 536 名，講演件数 397 と，

地方都市開催としては例年以上の規模の大変活

気のある講演会となりました． 

 
M&M2022 材料力学カンファレンス開催報告 
https://www.jsme.or.jp/conference/mmdconf22/index.html 

実行委員長 笹川和彦（弘前大学） 
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残念ながら懇親会は取り止めさせていただき

ましたが，津軽地方の文化に関します特別講演会

と津軽三味線の演奏会を開催しました．津軽三味

線の合奏は大変迫力があったと多くの方からご

好評いただきました．また，地元料理のお弁当を

ご用意させていただき，制約の中ですが地方開催

の醍醐味を味わっていただけたのではないかと

思っております． 

部門表彰式では，業績賞が岡田裕氏（東京理科

大学）と野田尚昭氏（九州工業大学）に送られま

した．また，優秀講演表彰に佐野友彦氏（慶應大

学），久慈千栄子氏（東北大学），久保淳氏（東京

大学）が，若手講演フェロー賞に１名が選出され

ました．受賞されました皆様あらためておめでと

うございます． 

講演発表や全体会は感染予防に配慮しながら

の実施となりましたが，特に大きなトラブルも無

く，対面での活発なディスカッションや現地開催

の醍醐味をご堪能いただきながら，成功裏にカン

ファレンスを終えることができました．発表頂い

た方々，座長や特別講演など本会の運営にご協力

頂いた方々，本講演会にご協力頂いたすべての

方々に心より感謝を申し上げます． 

次のカンファレンスは 2023 年 9 月 27 日より

三日間の日程でつくば市にて開催されます．9 月

には新型コロナウィルスも終息に向かい，制約の

ない対面での討論や懇親会が復活して，夜の討論

を含めた材料力学を研究する皆さまのより深い

交流がつくばで実現することを楽しみにしてお

ります． 

 

 

会場玄関前 

特別講演会 

会場内受付 

津軽三味線演奏会 
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 岡田 裕（東京理科大学） 
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実行委員長 笹川 和彦（弘前大学） 

 

編集後記 

 ニュースレター56 号をお届けします．今号では，令和 4 年度日本機械学会材料力学部門賞受賞者の皆

様からのお言葉の特集ならびに M&M2022 材料力学カンファレンスの開催報告をお届けいたします．ご

多用のところ，ご寄稿いただきました皆様方には，心より御礼申し上げます． 

新型コロナウィルス感染症の流行により，2020 年春から多くの会議・発表会がオンラインで開催され

ていましたが，ようやく（感染予防対策を行ったうえで）対面で行われるようになりました．オンライ

ンの方が参加しやすい一方，対面の方が議論・ディスカッションが活発になり自由な時間での活発な交

流も可能となることから，オンライン・対面の長所・短所を認識することができました．今後のイベン

トは，これらの長所・短所を鑑み，オンライン／対面／ハイブリッド（オンラインと対面）で開催され

ることになろうかと思います．今後も，このような形式で行われる各種イベントの情報を，本ニュース

レター等を通じて会員の皆様にタイムリーにお届けしたいと考えております． 

広報副委員長 藤井朋之（静岡大学） 
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